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太陽のような温かい心で        副校長 菅野 大基 

早いもので２０２６年も１か月が経ち、立春を迎える時季となりますが、まだまだ厳しい寒さが続いて

います。 ２月は、今年度最後となる「ふれあい月間」です。学校では「いじめ防止」や、他者を思いやる

「やさしい心の育成」に改めて重点を置き指導をしています。この「ふれあい」の在り方を考え、大人と

して子どもたちと、どのように接していけばいのかを考えるとき、イソップ童話の「北風と太陽」という

物語が参考になります。 

北風は、旅人のコートを脱がせようと力いっぱい風を吹き付けました。しかし、旅人は風が強ければ強

いほど身を守ろうとコートをきつく押さえ、心を閉ざしてしまいます。これを子どもとの向き合い方に置

き換えてみます。「早くしなさい」とか「どうしてできないの」 など、子どもを自分の思い通りにさせよ

うとして強い言葉をぶつけたり、冷たい態度をとったりすることは、子どもにとっての「北風」となって

いる可能性があります。たとえそれが正論であっても、北風を浴び続けた子供の心に生まれるのは信頼で

はなく、不安や孤独な気持ちです。いじめという問題の根底にあるのも、こうした「力」で相手をコント

ロールしようとする「北風の心」ではないでしょうか。 

 一方で、太陽はただ静かに、温かな光を注ぎ続けました。すると旅人は、自分から安心してコートを脱 

ぎ捨てたのです。これからの生活において私たち大人が大切にしたいのは、この「太陽」のような存在に

なることです。無理に相手を変えようとするのではなく、まずは存在を丸ごと認め、温かく包み込むこと

が大切です。子どもたちの心を育むためには、まず大人が「太陽」であり続けることが必要です。大人か

ら温かい光を注がれ、「自分は受け入れられている」と感じている子どもは、他者の痛みにも敏感になれま

す。この安心感こそが、友達への優しさ、いじめを許さない毅然とした態度へとつながっていくのではな

いでしょうか。 

太陽の光をたっぷり浴びて育った植物が地中に深く強い根を張るように、大人の温かな受容は子どもの

心に自己肯定感の根を張らせます。この根っこがあるからこそ、子どもたちは困難に直面しても折れるこ

となく、他者に対しても優しく、時にはいじめを許さない毅然とした強さをもつことができます。  

心のコートを脱ぎ捨てて軽やかに、そして自分らしく子どもたちが未来に向かって力強く歩き出せるよ

う、私たち大人が一人ひとりの心に寄り添う「太陽」であり続けたいと思います。 

 

 

 








